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こんにちは、今年も年の暮れが近づいてまいり

ました。今日をふくめ、今年の例会もあと２回と

なりました。 

次週２０日は、クリスマス家族例会です。奥様、

お子様、お孫様をおさそいの上、お出かけ下さい。

前島親睦委員長が、みなさまに楽しんでいただけ

るクリスマス会を企画いたしております。ぜひ、

大勢でお出かけ下さい。 

私が、会長に就任し、早や半年になります。あ

っという間のこの半年でした。毎週水曜日が追い

かけてくるような日々でした。 

来年２００７年からは、少しゆったりと、落ち

着いて例会を楽しみながら会長職をやっていきた

いと思います。今年、最後のお願いになりますが、

ぜひ皆様のお力で新会員を、勧誘し入会させてい

ただきたいと思います。新しい血が入ることで、

クラブ活性化します。ぜひ、皆様よろしくお願い

します。 

■ 理 事 会 報 告          後藤 功君 
• １２月、１月のプログラムが増田プログラム委

員長より報告され承認されました。 

• 前島親睦委員長よりクリスマス夜間例会、及び

新年賀詞交換会について報告があり承認されま

した。詳細はまた、例会にて報告していただき

ます。 

• 明誠高校駅伝全国大会出場に伴う賛助金は例年

通り￥１０,０００とすることで承認されまし

た。 

• カウエ君パソコン使用料の件は岩田さんとカウ

エ君との行き違い等があり、すでにクラブとし

てはお支払い済みですのでカウエ君からの支払

いがなくてもクラブとして処理済みとすること

で承認されました。 

• 白山ＲＣ４０周年の折家族旅行開催について当

初、親睦委員会と進めていく予定でしたが、親

睦の都合もあり、改めて３５周年特別委員会と

相談していくことでご承認戴きました。 

■ 幹 事 報 告           後藤 功君 
• 藤枝市サッカー協会より、第１５回藤枝市長杯

争奪ジュニアユースサッカー大会並びに、歓迎

レセプション開催のご案内が届いております。

また、本大会協賛のご依頼も届いております。 

• 国際ロータリー日本事務局より「ロータリー財

団地域セミナー、ハンドブック」が届いており

ます。 

• （財）麻薬、覚せい剤、乱用防止センターより

ＮＥＷＳ、ＬＥＴＥＲ第７３号が届いておりま

す。 

• 藤枝子どもと本をつなぐ会通信Ｎｏ３５が届い

ております。 

■ 出 席 報 告            青島 彰君 

本日のホームクラブ 
出 席 者 前回の補正出席者 

29／41 70.73％ 28／41 68.29％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○石垣君 ○村松宏君 ○松葉隆君 浅川君  
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板倉君 桜井富君 鈴木晶君 鈴木舜君  

仲田晃君  成瀬君 望月晃君 望月志君  

■ ビ ジ タ ー              
鈴木 和夫君（静岡）米山奨学生カウンセラー 

■ ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ     青島 彰君      
• 大変お世話になり有難うございました。どこで

会っても、オーイと声を掛けて下さい。 

宮川 邦光君 

スマイル累計額  ４８６,２６８円 

 
■ 米山委員会 米山奨学生卓話           

 
米山奨学会 
カウンセラー 

  鈴木 和夫様 
 
 

 
『日本人と 
ボランティア』 
   
聶 清様 

 
皆さん、こんにちは。 
 時の流れは速いもので、私が日本に来てからも

う四年間になります。四年間の日本生活はあっと

いう間でした。正直に言うと、日本での一人暮ら

しは本当に大変でした。料理、洗濯、勉強はもち

ろん、自分のことにちゃんと責任を持たなければ

なりません。ですが、この四年間があったからこ

そ、楽しいことも苦しいことも胸一杯張っていま

す。 

四年の間、よく「日本はどうですか」という質

問をされますが、日本に来たばかりの時、いつも

「日本は素晴らしい国です、自然環境、風景もい

いし、人もやさしくて、人情が温かいです。」とい

うお世辞のような答えしかできなかったのです。

どこが素晴らしいかということについては、正直

にいえばその時の私にはわかりませんでした。四

年間で、私はできるだけ様々なことを体験して、

いろいろな人と付き合おうとしてきました、これ

らのことによって、日本、そして日本人というイ

メージが、すこしずつ頭の中ではっきりしてきた

と感じています。今日、このスピーチで、私は自

分の体験から、ボランティアと日本人について話

して見たいと思います。 
 日本の皆さんはきっとボランティアをしたこと

があると思います。私が日本に来て初めてボラン

ティアに会ったのは四年前の時でした。 
 四年前、日本に来たばかりの時はまる、ばつさ

え言えませんでした。そんな私に毎週一回決めら

れた時間に来て、日本語の会話の相手になってく

れる一人のボランティアがいました。一週間に一

時間のその時間は、私にとって学校で勉強した文

法を、日常会話で活用できる唯一の機会でした。

でも、いつも忙しそうに見える彼女が、なぜ身も

知らぬ私に何の報酬もなく付き合ってくれるのか、

その時の私には分かりませんでした。「どうして」

という私の質問に、「楽しいから」と言ってくれる

彼女を不思議な人だなと思いました。 
 幸いに、大学院に入ってから校内にはボランテ

ィアを募集する掲示がいつも張ってあります。同

じゼミで勉強している日本人学生の中でボランテ

ィア活動に参加する人はかなりいます。これがき

っかけで私もボランティア活動について関心を持

ち、そして、活動に参加しました。中国語を教え

るとか、小学校を訪問するとか、異文化の交流と

か、活動内容はとても豊富でした。だんだん私は

ボランティア活動を通じて、彼女の楽しいさが少

しですが、やっと分かるようになりました。  
 以上の経験から私は、人から何かをしてもらう

ばかりではなく、逆に自分からも人のためになる

ことをしようということが大切だと考えるように

なりました。残りの半年、これから日本に居るう

ちに、そしてこれからの人生も、一つ一つの困難
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を乗り越え、自分の夢に向かって頑張り続けるこ

とができると思っています。このような日本人の

いい面を見習って、自分の留学生活、これからの

人生を充実していきたいと思います。 

最後に、全く知らない外国人学生に対し毎年多

額の奨学金を与えてくださるロータリアンのおか

げで、何不自由なく、勉強に打ち込むことが出来

た事に大変感謝しております。私はこの「感謝の

気持ち」を持ち続けるため、今は可能な限りボラ

ンティア活動を通して、ロータリアン、ひいては

日本の社会に恩返しして行きたいと思っています。

将来、「暖かい心」を持った日中友好の架け橋にな

りたいと強く願っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（担当／櫻井龍） 


